
Ⅰ

973120095.TIF

自存9章 朝鮮の計間経済

第l(Hえ キュー（の存十画経済

終 車真の言十同経済への道を求めて

c;'; 1ね？は，社会寸花lト画経済がL、かなるものである

か，またあるべきであるか，を論じる。第日編では別の

執！被ず〈永井博氏〕がソi耳目の計画経済を概説する。第m
編・：：土アゾアおよび＝，ニ十ン・アメリ勺ぴ）U.会主義諸国を

のぺるυ

，；平者の立場からλ 亡，沼 I編の二つ（ηt:YI~ ，第皿編の

うち中悶をとりあげた四つの章（5～8章〕が本書の白

眉である。

'•?( I <'/ 苓者に工.Jii:f、 「計画経／i＇ でふるために：士

次川河勺乃条件をλた主なければなじないという。（11悶

民経済， とくに生産の全体ないし主事警部分にわたる許蘭

化。 （2）その実行を可能ならしめる前提としての生産手段

の＇I：｛ラ化 とくに判有fl二全人民所有化。（3）その前提と

しご～；！会主義革命♂1出品。（4）計画化が労働者と農民を

ふく f;人民大衆全f＼バこと、ておとなわれ町その利益は寸ー

ペてかれらのものとなること。

要するに，最近資本主義諸国においてさかんに行なわ

れλ子九になった件慢の符済計画を除外L工うをいうわ

けヴh、る、これは，でIiこすぐれた計11uiffi1r：土社会主義れ

済なのであるという，マルクス主義者たる幸子者の強ν主

張を表明したものといえよう。

竺の他‘計両経済であるととの付帯条件，広義の計四

経済日｜；益のそれとの分間、社会主主経済；｜商の内容な

どにつ）司、てもふれてL、るが．本章ので要干ーマからはた

れるのでここではそれを割愛する。

第2箪現在「ソ連および東欧誇国においては資本主

義ポ（［＇.， f,Lて…，.1,はや「十会主義国，社合主義計画経；寄

のrlif告にいれるととができないものに変 lほしてしまぺ

た 「ねζージ）こどを訂問するのが本空l勺目的である。

まず著者は， 「1950年代（特にその後半〉以後におけ

るソ連および東欧諸国における発展の停滞jが「後進国

のけ，＇；＼ Iの消滅に.t;:, i,のではなく．その制度が変質L

t－.二どによる，とする。それは官僚主売の弊害にもよる

が，それのみでなく，資本主義一一一われわれが住む資本

主議終闘のそれとは幸子千異なるが，しかし他人の，賃労働

者の労働の成果をわがものとなしうる集団，中国流にい

えば「析しいブルモーョア分子jが発生したという点では，

ま:'c.Jけなく同ーの が， j震活しは亡めた（固によ、

ては復活した〉ことに原因があるのである。

利潤原則，物質的刺激，企業の自主性導重，企業管理
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本書は出版後 2if近くたち，そ〆つm1に本香の11、rd：ニI'司

係あるいくつかの産主要なできごとがおこっている。また

多くの新しい資料や情報が入手できる工うになq た。二本

,11：の子ーマは 21.ru:1で際！沼化すろ上 λな毎期小I'11 '.'(1で：土

けフしてなし～i;':, ;i:cむにあた 1亡そのl:Zを考慮；二人：1与

必要があろう。

持者は編者を合めて 2人。大部分は編1庁が執筆してい

ろう編者の脅えは4干の執筆書II分を貫いている。それは2

；＼に要約されるo ¥; 1 は， 「，il・plljれirけとは'7，，’J . ¥ ｝ー

誌にもとづL、で／〉ぐられた社会人！；む1両経済でふる L＇.、

うことである。抗2は， 一般に社会主義問といわれるも

ののうち，ソ連および大部分の策欧諸国では資本ヰt耗が

fiI活して，寸でにH会主義経済でitなくなったそ v円こ

どである。これは，俗にいえば，中、ノ論争の一川・＇ ricこア3

L、て，すなわん紅済計両論争i二関して，中間fWle 、 J:•)Q を

踏襲している，あるいは中間の主張そのものであるとい

え上う。ただ，＼JIJの執業者によゥて脅かれたソ連経済に

！ ~lする部分がこ〆り ζ うな問題立；，1士ほとんどま、円：と

りいれていた！ィ、：），えに，本書全体がぬ理的に整行＇ ・'I:ぞえ

くばかりでなく，読むものの興味を半減させている。

TI 

本書は 3編11なからなる。それは次のとおりであh

第 I編総説

第 1草： 計画経済とはどのような経済か

第2寧社会主義諸国における計商経済の現状

苓B緑 、:I）宝の.＋医i経済

第3章 、！j,主の社会主義終討

議4章 ソ速の社両経済

第皿編 アジア，ラテン・アメリカ社会L義諸問の；；＼・

両fhN

第5葉 '1'! qの社会主義経済

第 6!j't 'i ' ftjにおけるJ十ffllj経済内発展

第71罪 判湿における経済百十回化の制度的仕組み

第8章 中団における現実の経済諸計両
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の：＇.，｝！住！仁，＂ ii＇守京 iこtノ3丹、キ：t'J'}1！の強｛じた1/¥l~ fl,';J A. c' , 

/!iii）！労ifιf也への守；fr!iかT)fJt果fとわがイ〉のとす一之、こ七、 十i

いj'ii f、、 ''. ~ iこアメリ力帝Weii；：与の符；；'f(J'j，正/l¥・l1i'il'<. 

収/iiそ，；＇F1 j，のきえ_itピている。これ；士花本i：日i'c.li,f,ll、

斗のHLのごもなし、。

ソ住における資本J義 iU/,f,u>i'.':n t ・Jでにヘ，＿.」リ J

11.1dUこは1主る。そして寸ルLr, ,n；せJ]ij!f仁＼li、y、

レ：＞ f-., .i空がそれをら：tJ リィ、 f~－ o t ／こF . 1 一、心情 1,:((j

u人tこと〉て魚討を3れる上りに、それはいi会帝PiJ ~L 
にそ＇｛＇［ Lたれ 千仁コや〔； J1¥.・ i士従1,._0,14司＇r¥F'.:J自で、私心｝

？？一会j：；定経1行にむし、ご tiJJiU経1高il:＇.＇，ふ、 ~ i!' L それ

は1,・;t]rk(1切なもので. L かもそれl土ぃj}iij:ff：斉♂Jrj Jiニ；J_;,f¥ 

iLてL、くのむふるっゾ；，主nιのはそえご；tfi:. ＜。；：1.li1hlヰi

j,fの？と（flうす，）1JlJ l立li系t吋1］：、大科寺級IV!1系：：，＇.、 七一一＇，，寸

｛じ Eいう；i泊料ーをた土、りつつふむο

この上うなf¥l匁はゾjijiむとぴ4£'<).:,i/iJl！；こ1投いれら。 if 

済発！支の｛丹市i"i頃rr~H土 t 1 >l, ，，二「「おと（｝、 1（.ーで二い九

7ジγ:to.tr戸二〉子： , f )  1）カの＂！：.＇＼ l：日引， jでi士

rJU1：に十三心！こでの＇＜ ！ ~ij下； M1i',1 ど L ：はこのような Yl.,i It 

l上'f：二じな力、、 F二， もしく i土あ，f二と Lてイ｝十一Ciこi,Ji[」L

／.：，め；：， i, 、は•）C:IJli L ）つあ心、とみと上い＇ (:2片＇.－ ), 

：ぷ：t手f；上TY有＼ 4芯：。これnfi;:. 11 ~" i ：ミ；行IJJ,'1Hfι 

｜下rU-:i札にはぜ、るわけであるが、二ぴ）。），IJi~ ： IJ ソ ;J，をと

JI九州IXi「日時計＇j~ ；土 LJ1 じJ をしてソ j1］！や多：の東｜伐諸l fJ I司

i主，＇if4,: 1.;,;_d1n,i; f〕jιぬけをはん主 4 、 一昔日その作［｛

[:.J ／；~J[ll＇.に現 ,j ，れと 〔llλ，＇.ー乙ノ 'i'W討を変口，＼ .，士

上九二 Lて．けこ，，－，；二：，1：.，セ革はそれを l笠転 3せたかん

一 中 ／＼々、，＇，） 0 

::; Ii ,¥ 'tjl司における，，J阿半日向山発！兄 lと：wL 新

・1111、ir、セWll日］士 i！万jにわける。十なわ人‘（］ l丹J(}/J）、J

:.2＋子；市iii日号1切‘ 1:nf1次日カ手i,,l@1J礼 ti,JKilli以降，

三払／るの ・¥ (, :.: 1，を 2明レご分ける。すな；j、仁司「←本命（J'.1：格

派三円rlic;'~路線 E Lη た》こか、い c'•hなわれと lι 、たn'it布1

と ど・t1勺ニ I: ＇て 1'1ii'／，が伐討をろ九たおした伎のそれ l

ー円，ド？
に.・：；；ふむ

いろ t・c i, tc < 11 ~ i.ちくわ｜川，＇Tihた：，；す－＇1羽1::1さあ 1;'

t：こ仁l片山収述 j,I Iすねi't'.Jに長-L花：だしてL、うのは耳＇＼ ,l 

1り］.ナtel,r）大巨／（進以降であるので，ここではそれをq,

心： : ＼＇，＇］介 Lt行っ

'!:.l'f：、町；空に｜羽する以述は．おおむね次円どお刊であ

寸 t(I , 仁、犬用jjtに上｝て中11:J経済；士大発IJ(L f二、

;;. Lて「不 2;): 5力q:,;J1,11jの Jc:寝間障は］L);:il)年に，，；トヲlj

~ 1 c ['j IかはliO（ドに＼Vl1'1＇.；；こ完日立さ 11たj (1 ゴHべ一~；＇〕 ο

大『＇./t'jftJ士

1. ；。 ：乃‘し人P~J、 t転をナ二 t, ；，、力：「》 il て＇l-::i~号そろな力：ナ

};f，予i'i竺，，、ち二ti士、 そのfをわ＇.j'1J少市内線心町村イ丁（こ工るI-le’r.,
りあ：T,;:, 0 /;・: tねかえ Lて司 ；ごすHf）なカ「：：，；、たたび，；1をi,1と；ド． 二

守＼ :-J i；干ではゾとてトi吹級決立川、iを叫（：；二，，.，，－ニ己、ノ；lじI: ／，；二十〉中同で台子竺オ（，－＇， iS-＇かど t1[,J寄たせfうたはほとんど、

!J正史，生たはゾ速すr,符済1どがのー ζられ耳、。 rnぺ 戸 riij, l，ζてた：＆iii:にJ-fJ1,；布トの担1可1芦，， i, 「，。

；こ54年間の1:frをが台かれてL、る。主 t・川口、ずくでがI斑11- 1 け：.7 年末内科；存作J~ ！ I↑：町内マι寸ーなわ七分t!Uヒ［土，

v’） 111（人liff，吃／庁行司吃 1,J/:号~iこ ifミ fr Lて； , >:, 0 、ノii(i.;3、〈ト、！ln町内刊に；口へものでか〉三。 J:PJi1i1fW＞：国w
Ti ,1 Z.：にn、、ては、rirITの，H1材料主；；，；と，I 1111ffむ勺／fi:I;が）： ・.:cぞれがいわ＇ i1cη¥11!！＇！「i守分権i＇荒｜とた J 汁二。

n；争，t！、i:-，れ〆二 O TQ;tの5カ午、，：Jur可を！’ :_-./u、Jがどのli:'j-_,,1、

に:t3いてど _7)

十1，一 L「V、2、，J0 壬j十めたのに対L), Iこの時切に入， ＇てふたたび集中

お5,;.- ぶ草では中川のけ：会j二五；:r;i存者f 牲~dえする。 ! fヒをHれだすにいた＇）た。 ←なわち，営j_,J.，、，＇.lらは調＇lf'TIを

r，アヘンi政令fL伎の!r.*'E.を祇制L, f['.)j二五中!Tl延ノI 情に｛更采Lて， ,flj;f司と物長的刺激を←而li0に強調する三

の経過をみるの次に，中河川；！；会JJ：有＼1i1J.ti：会：玲1,t どのほカ，：二． 上：/J• にの昔J在（1'.{i'\ニ環のi強化と独自の『集q,

1没の特吋 1'.y，－ ：；十て；欠の六つ内二とそ司！）j寸，；：，。十fci Jlf( ljJ ,TJ }j主I~Ci 佐 11f\ L, lCJβ4>j一二 7，からこ1.1を3ミr-i；二fち

／＇） 、iJ)j恒宇’，'c,'1\'.i11打；命（~） i1'@:J1'.lt哲l,l;:

，，＜））し、j,,J:, Jム可F干ii({Jfτ行；こつL、ご’し11Ulli&~'; ・ ・.＇%業 It,; 1. ，とれ」かにおv、ご竹内 l土訓告雪期、＇＞ ,if倒IiとLて．

i,,HL:'i.:' ，た人I1:公社のlj';J戎・発1JC'" <L'.:': l No工芸化・ lリ而，；’lr: )J C'l中共 HJ哲jl l '11全会公fl-1をも、てLめくく v

11~1 ぞれ1庁こり発！日におけど，伐業： ir噌Ji；，， ιf ロ L '.l I）アセ ごL、.：， , I tt _, 〉九 「わが円ilのfi:]Jで将済ばn続的に発lt主

化大和前， n1：であ心。 ヤ，.＿ i Iつつある。党＂ jJたがJJI ，出したl澗i(~，強化．千c'lf.

二びlT（かむ〆ロ＇ti手：て，；jfr もl五’＇｝_;l：でふノム lずる仁なぜ／（， H LU））；主｜ーはす、て ；） --:iiこユミj児されたJ〔1:17べ－＇.）

ら， 「'111司における泊代修正主義路掠れ、わゆるジj少十j '::,, 
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そLてプロ文可土について次のようにL、ん fブG p ）＿：占＇，

の道は・・ー計画についていえば，経済調撃期における経

済計両化の集中化 }j式から分権化方式＼の再復帰と／1(/1~

づけろことがでさるが， Lか1ここではど！f_たん；二台誌

に権限を下放するだけではなく〔従来のソ連・東欧流の

分桁化），人民大J約＇J身を経済の計画｛仁川／こめにそ taあ

がれせる趣旨のす，のであ－，， t:こI(138ペー；1と。 fこ：e_,

具体的な内容に関する叙述はなU、。

第 7f党 中国i土才；ける経済；Ji首iの告l］；町内仕組みおれ戸

経済，；j巾が作成ちれる手絞ぎをサーベ fLている。いう

までもなく 1959年までの資料に依存して説明する。説明

は，上は中央計阿から下は小業‘農業に全でおよぶc

負＇； i-l ,} これ主ぞ行なわれたとされブ》｜！ヰつの 5 'j :1', I・ 

l固について，その内存を紹介する。

可＇； l次計画［ClJ/1＇成および執行に関すろ説明はもけぞも

く;J'L ＇＜、。資料乃： fう宮であぞh

述もていねいである。これはまた以後の説明のための足

場kなっているのヨ次計画以降は事実の被雑さと資料の

jiii/1;/,lな欠乏か九、＇＇ i代明快なi村宗を欠く r

箸者は第 2次計画の「 3年くりあげ説」をとり，たと

えば食慨生産量にしても19.58年2億5000万トン， 1959年

2侭7005万トンをそのまま係刑する。そLて第3川、，ill酉

は，とのような高い成果の土に直接立つi向いものであっ

た。そしてここで著者の立場をいっそうは吋きりさせる。

すなわt,（第3次5カ年計pl1j仁関する二 tーンズ♂〉甘い、

推定数字を紹介し〕，3次計画が「こんなに低いH擦のもの

であったとするジョーンズの見方には・ 一疑問をもっ。J

「ιL実際に引い、111票のものであったと「るならパ．そ

れは明らかに，のちの文草の過程で打わせされる，況ド.l:

義の道をあゆむ実権派の影響によるものだろう」（203ペ

ージ）ど。

第4／）.：計商に関しでは資料の欠乏のゆえに何もいから

ないとするのは当然である。

立； 9 0: 本章：t切鮮の計画経済についてのベるつ 「＇.：

体制庶民IJj，「計仕！日の一元｛ヒ 1：細部化J,r f ョンリマ還すのI

について説明する。そしてこのような計商経済が政治，

道徳ぞ，]i;んじろ）；＇，で本質が1：こ司i障のそれと｜司じでjヘ三｝と

する。ただ，論J~jl ；士事実仁川さず，スローガンに！！；； 1. て

展開されているといえよう。

第10ーネ キヲーベををりふ：rる。前7下にくらべて論理

が明快でない印句己主ろけるが司それは永平の欠点、ではな

く，豊富な内君主を反映しているというべきである。

本？？ーの内容は下に三つの要素に分かれる。すなトちヲ

書 評←一一

（］，キュ一戸市1介I，また；土弐ューバ経済の本質解明＇ (2）キ

ューパ経済の索情，（3）経済計画導入のもょう，である。

市 1の点；こ Jコいて著Itは、カストロたちの果たした役

',l;I]は，終告白7コロレタリア附彼の前向正してのそれ？あっ

て，キューパ革命はマルクス・レーニン主義にもとづく

門会二i二義革1討の途上にふるものと評f:ttiする。 ~B 2の点に

〆八、ては，即位の国有化．アメリカ人会社のi司｛［｛じブ

ルジョアの排除，第2次農業革命などを説明し，その実，

現在におけろ経済困難が深刻であるとする。第3の点に

つ！いては，＇ i-''.1と経済言！ pHj I,,;. 農業改革局，中央，ii画委員

会，その改組， 「計画の年Jなどについて説明し， 1962

年を 1社会主義計画化の最初の年Jとする。

れ章 I 1,'c(:cη計画経布＼の道を〆！くi}，るjたJわれ議論で

ある。そこでは，これまでのようにいかにして社会主義

国家を誕生させるかということがテーマになるのではな

い生まれ！Ut二社会会主同家を守り，またそれを真の意

味の社会主義国家に成長させるためには何がなされねば

ならないかを指摘する。そしてその中心が人の思想，大

東に対するちえ方にあとlことをν汽λノな角度力、じ訴えて

1司、 J、。

国

(1) 内容はいうまでもなく編者の脅えそのものである

が‘結論的には中ソ論争における中国側の論理を明快に

幣叩した上九なとととな｝た。これは本書の1，つ最大の

メリットであろう。

｛却すでにのべたように，木書には「計画経済Jに対

十 3編者のこすきえが貫かれている。そしてそれを巾閏，朝

鮮，キューバの実情に求めている。またソ連，東欧を非

計商経済と断定している。超越的批判の危険をあえてお

かしていえば その論珂があまりに明快，結論があまり

に明確であるゆえに， 「はじめに結論ありきJという印

象をさえうける。さちに，ソ連に対する非難に対して実

;,E1i11で根拠をljえるべき第H編はn質であるF 町！の著者

に上るもので、ふるゆえに‘結論はたとえ逆になぺ之をし

ても，きびしく追及されたものであるなら，それは研究

lヰとしての本舎の価値を＇.、っそう育めたであ九九

,:i, 率直にL 、ってJ•:,r,·の考えが本弁の編者のそれと決

定的に異なるところがある。それは中国における大躍進

のl行価E，中間の1961）年代前半の状況に対する智識であ

心コそもそ主，「大衆の－JJに依拠して1：お斉の飛照的発展を

はかろうとする中国独自の方式は大躍進にはじまり，そ

の後いくたの曲折を経て文革の主要テーマとなり，今日
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にうけつがれている」をいう点では梓者は持者と一致す 及し売ととはすべてしろうとの感想、にすぎないこぞを確

る。しかしぶ者によれば，1958,:,9午の大媛jjt(''l'挫折Ji土 認しごおきたャ。

大躍進自体の必然的結束であり，しかも1960年代前半に （湖夜間：究部主任調丘研究鈴 Jr'.上悦三〉

l土中国はほぼ全産業部門における生産高の激減と経済の

大j込；：；uこ，：＿， j：われたのそしてそれを収拾するを注集権的

規律と，準命思想の後退を前提とする妥協以外にはなか

q たと考える。第3次計画は「劉少奇によって圧殺」さ

J しなくと 4.(!jい目標！（ t＇かかげムれる状況にばなかっ？

と考える。たとえば経者は食糧生産高について1958年一

2億5000万トン， 1959年一2億7005万トンという公式発

夫をうの乃にする。そLて60年代前半にそれが減少した

斗とを誌、める叙述がない。それゆえに第 3／＇.うくらカ年計的！

I J の目標はきわめて高いものとなり，そうでなければ「蜜

Fレ奇にjこ’てEE

によれtf, r'ii後の状況司令拠から， 58,59年，／）、九ぺ統計it

ひどい上向ノ〈イヤスをもち，しかもそれ以後数年間はそ

れより乱更に低い水1jf＇ーであったこ正之あき「、川である。

これは丈；＼＇dこまで尾t<:I; iく。すたわち，文，we勺荊iHiはJ,l

本的には両者の問に楚はないが，評者は文筆の状況に関

1て7rIこと主どいを広rる。たとえ長期的！とは修正主党

路線であ乃弓とも「烈・y，百路線！（そのように呼べるかど

うかは歴史家によって後に決められるべきだと評者は脅

えるのt三が〉は1960年代の前半．大躍進によハてもたム

ミれた自主！日Lと鴎難をi反j介する上で少なくと j, －定の役：／;:iJ

を果たしたと考えるからである。また経済計繭の作成と

執行における「大衆の勢力UJが具体的イメージとしてえ

がきだす必要がある。

大躍進および1960年代初頭の経済に関する実証研究を

双方が深めることによ h てこの禁論は建設的となるにち

ヵ：」、II.¥r、。

(4) 本苦手の出版以後中国においていくつかの新しい推

絡があっ売。林彪後の極左路線批判喝計I南の作成，執行、

？？理におけるいっそうの下放，能率および宍術などの，f¥

視，対外政策の変化，などである。

周知のとおり，本書の編者は華僑経済研究において絶

大な業績を主、げられ‘明書Eその，lriで第一線にある研究計

である。それゆえ，時間的な制約もあるにちがいないが，

すでにふみだされた本書のテーマにかかわる研究をも継

続発展していただ埋たいとおがう tのであらっ

(5) 本書においてとりあげられたソ連，朝鮮，キュー

パについて内容的に建設的なコメントを少しも加えるこ

土ができなャのはまと土に残念である。それは評者の能

力をこえる。それゆえ，これらの地域に関Lて’i、文で戸
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